
二
○
一
六
（
平
成
二
八
）
年
三
月
、
本
学
文
学
部
史
学
地
理
学
科
考
古
・
日
本
史
学
専
攻
教
授
須
田
勉
先
生
が
定
年
退
職
さ
れ
ま

す
。
お
元
気
で
旺
盛
な
る
熱
意
を
も
っ
て
日
々
、
教
育
に
研
究
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
の
規
定
に
よ
り
去
ら
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
退
職
に
あ
た
り
ま
し
て
専
攻
主
任
と
い
う
立
場
か
ら
、
一
言
挨
拶
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

須
田
先
生
は
、
敗
戦
の
年
で
あ
る
一
九
四
五
（
昭
和
二
○
）
年
に
埼
玉
県
飯
能
市
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
を

卒
業
さ
れ
た
後
、
千
葉
県
教
育
庁
に
就
職
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
千
葉
県
市
原
市
教
育
委
員
会
を
経
て
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）

年
に
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
の
文
化
財
調
査
官
と
な
ら
れ
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
に
文
学
部
国
史
学
専
攻
（
現
考
古
・

日
本
史
学
専
攻
）
の
考
古
学
担
当
の
助
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
（
ち
な
み
に
筆
者
も
同
年
に
教
養
部
に
赴
任
し
て
お
り
、
本
学

で
は
同
期
と
な
り
ま
す
）
。
以
後
、
教
授
を
経
て
二
一
年
間
に
わ
た
っ
て
、
学
部
・
大
学
院
の
教
育
と
運
営
に
多
大
な
る
貢
献
を
な
さ

れ
、
定
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

須
田
先
生
の
ご
専
門
は
考
古
学
で
あ
り
ま
し
て
、
後
掲
の
「
須
田
勉
先
生
主
要
業
績
目
録
」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
膨
大
な
著
書

や
論
文
を
著
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
研
究
業
績
か
ら
二
○
一
二
（
平
成
二
四
）
年
、
早
稲
田
大
学
か
ら
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を

授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
須
田
先
生
の
学
問
は
、
博
士
学
位
論
文
を
基
に
し
た
代
表
的
著
作
で
あ
る
、
「
日
本
古
代
の
寺
院
・
官
衙
造
営

ｌ
長
屋
王
政
権
の
国
家
構
想
ｌ
」
（
吉
川
弘
文
館
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
寺
院
や
官
衙
の
造
営
問
題
か
ら
当
時
の
国
家
構
想
を
浮
き

須
田
勉
教
授
の
定
年
退
職
に
あ
た
っ
て

考
古
・
日
本
史
学
専
攻
主
任
勝
田
政
治
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研
究
の
基
盤
で
あ
る
下
野
薬
師
寺
（
栃
木
県
下
野
市
）
の
発
掘
調
査
は
、
須
田
先
生
が
担
当
さ
れ
た
「
考
古
学
実
習
」
と
い
う
教
育

の
現
場
で
も
あ
り
ま
す
。
本
専
攻
の
考
古
学
コ
ー
ス
は
、
春
と
夏
の
長
期
休
暇
期
間
中
に
集
中
的
に
実
施
す
る
「
考
古
学
実
習
」
と
い

う
、
他
の
大
学
に
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
実
習
授
業
を
設
け
て
い
ま
す
。
寝
食
を
共
に
す
る
合
宿
形
式
で
の
発
掘
調
査
で
あ
り
、
須
田

先
生
は
毎
年
陣
頭
指
揮
を
と
り
、
絆
を
深
め
な
が
ら
学
生
を
導
か
れ
、
そ
の
授
業
を
と
お
し
て
多
く
の
卒
業
生
を
、
考
古
学
の
職
場
に

送
り
込
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
博
物
館
学
芸
員
資
格
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

大
学
院
に
も
ゼ
ミ
生
を
毎
年
の
よ
う
に
進
学
さ
せ
て
自
ら
指
導
に
あ
た
ら
れ
、
何
人
も
の
論
文
博
士
を
世
に
出
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
研
究
・
教
育
活
動
と
と
も
に
須
田
先
生
は
、
学
会
や
文
化
行
政
の
面
に
お
い
て
も
八
面
六
臂
の
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
会
で
は
、
考
古
学
分
野
で
は
最
大
規
模
で
あ
る
日
本
考
古
学
協
会
の
副
会
長
を
は
じ
め
と
し
、
東
国
古
代
遺
跡
研
究
会
の
会
長
、
房

総
歴
史
考
古
学
研
究
会
の
代
表
な
ど
を
務
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
文
化
行
政
で
は
、
文
部
科
学
省
の
文
化
審
議
会
委
員
を
は
じ
め
、
埼

玉
県
文
化
財
保
護
審
議
会
の
会
長
、
飯
能
市
文
化
財
保
護
審
議
会
の
委
員
、
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
運
営
協
議
会
の
会
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
関
東
地
方
各
地
の
史
跡
整
備
委
員
会
の
委
員
長
・
副
委
員
長
・
委
員
を
務
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
（
煩
雑
と
な
る
の
で

す
べ
て
の
役
職
を
記
す
こ
と
は
割
愛
し
ま
す
）
。

須
田
先
生
の
学
生
に
向
け
る
熱
意
を
受
け
継
ぐ
こ
と
を
お
約
束
し
な
が
ら
、
拙
い
挨
拶
を
終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
須
田
さ
ん
、
長

い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

彫
り
に
す
る
、
と
い
う
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
下
野
薬
師
寺
・
筑
紫
観
世
音
寺
な
ど
の

寺
院
や
多
賀
城
・
大
宰
府
な
ど
の
官
衙
の
造
営
や
造
営
促
進
が
行
な
わ
れ
た
年
代
を
考
古
学
の
手
法
で
分
析
し
て
、
八
世
紀
前
期
の

「
長
屋
王
政
権
」
時
代
で
あ
る
こ
と
を
確
定
し
、
そ
う
し
た
造
営
事
業
は
同
政
権
の
律
令
国
家
確
立
を
め
ざ
し
た
地
方
政
策
で
あ
っ
た
、

「
長
屋
王
政
権
」
時
代
で
あ
る
こ
と

こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
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